










































































































































































































































平均 1 2 3 4 5 6
く望ましい集団行動> 全平均=56.02(/ 72)
く望ましい集団行動～1集団の統率力> 平均=26.02(/36)
1.みんなに必想な指示をすることができる。 4 40 〇 1 9 15 8 10
2.みんなにわかりやすく説明ができる。 4.19 〇 2 8 16 14 3
3.仲問をひっばっていくことができる。 3.93 〇 5 12 14 5 7
4.みんなの意見をまとめることができる、 4.16 〇 4 7 15 12 5
5.仲m—人ひとりの®兒をきちんと聞くことができる。 4.88 〇 〇 4 10 16 13
6 .仲問それぞれの想tや考えを察する二とができる4 4.47 〇 2 7 10 17 7
<望末しい集団行動～2集団への通応力> 平1^30.00(/36)
7.みんなと協凋して行動することができる。 5J2 〇 〇 〇 12 14 17
8.自分と光な*意見を味Eすることができる„ 4.74 〇 1 2 14 16 10
9.グルーブの協ノJ関係に黎加することができる, 5.21 〇 〇 1 5 21 16
1〇.他人の発ゴに対し,咖|】きな®見を加えていくことができる。 4.53 〇 2 4 14 15 8
11.仲問の成功、連成を素®に盛ぶことができる。 5.47 〇 〇 1 3 14 25
12.仲問の失敗に対し、椅衡的にフォローすることができる。 4,93 〇 〇 4 11 12 16
<自主的•実践的態度> 平均=26 54 (/ 36)
1.文や3策で叶Wした事をR-体化させ5イメージを持つ*ができる。 4.67 〇 〇 4 15 15 9
2.自5)■連の州蚵に对して,棵ケなハプニングを想*することができ 4.07 〇 3 8 20 7 5
3.自分で役割を考え,自分から行動に移すことができる、 4. 77 〇 1 5 9 16 12
4. itM活動で何が足りないか見つけその役荆を果た十事ができる。 4. 21 〇 3 7 17 10 6
5.自分が考えたことを义丼にiとめ、仲問に説明することができる, 4 14 〇 5 7 15 9 7
6.自分たちの行動に対して良力*〇た事や改;^点などの評鲕ができる。 4‘ 67 〇 1 4 9 23 6
く人間関係を育む資質*意識> 平均=31.40 (/36)
1.困っている忡問がいたら,すぐ1こ助けてあげたいとEう。 5.13 〇 〇 3 9 10 21
2.仲問のことを詳しく知る事は共W活動1ことって大切だと,思う〇 5.51 〇 〇 1 5 8 29
3.なるべく仲問の良1、ところを見るようにしてあげたいと思う。 5,47 〇 〇 〇 5 13 25
4.感謝•反苔のゴ菜を柰芭にゴえるほうだ。 5.23 〇 1 2 4 15 21
5.女人は自分から得るものだと思っている, 4 95 〇 1 1 11 16 14
6.人とかか1)ることが基本的に好きである。 5.09 〇 〇 〇 7 13 20
<生き方•在y方> 平均=26,84 (/ 36)
I.自分の人生を兒•通しを立てて考えることができる, 4.60 〇 2 5 10 17 9
2.自分が少しずつでも、FI々成長していることを感じることができる。 4 49 〇 〇 8 12 17 6
3.将來のために.今できることを考えたり、®り紐むことができ5。 4 56 〇 1 8 11 12 11
4.今,自分がMWれている状況を冷积こ考えることができる。 4 39 〇 2 5 17 12 7
5.自分が周囲のために何ができるかを考えられる,： 4.56 〇 1 5 12 19 6
6.自分が周闻に*7■えていろ®想を押解することができ6 4,23 〇 3 8 13 14 5
なお、この授案を通して特に身についた項目について回答させた結果,「2-仲間のことをKしく知る事は共同活助にとって大切 
だと思う.(回答車=51■洩),「5.自分が周囲のために何ができるかを考えられる〇 j (回答率=44.2%) , (3.自分で役割 
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そして、本研究から良い指導とは「i + ]=2jでは 
なく r1+1=2 + aJで、この「+ajを薄き出す 
ためには知識だけでなく,知恵が£要であることに改 
めて気付かされた。今後の本研究による学生の成果に 
期待したい。
(担当：家政学科 藤島みち)
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